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スポーツクライミング
第31回リードジャパンカップ愛媛大会 報告

会場：愛媛県西条市石鎚クライミングパークSAIJO
日時：６月10日（土）予選、11日（日）準決勝、決勝
参加：男子57名、女子29名

成績：女子（決勝）

成績：男子（決勝）

　愛媛国体のリハーサルとして、第31回リードジャ

パンカップを石鎚クライミングパークSAIJOにて行わ

れた。

　今回、日本代表選考大会ではありませんが、そろそ

ろ始まるリードワールドカップのトレーニングを意識

した選手、多くのユース世代の選手と幅広い参加があ

りました。

　６月10日の予選は、快晴で暑い環境であったが、上

位は女子６名、男子７名が完登するなど実力とおりの

パフォーマンスを発揮。

　６月11日の準決勝は、前日と打って変わって朝方は

雨模様。心配されたが競技の始まるころには、雨も上

がり気温が低い分、良いコンディションとなった。や

はりここでも名のある選手が順当に勝ち残る状況とな

る。ただ男子は、完登なく混戦模様。

　決勝女子は、森が一人完登。昨年この大会で優勝。

３月の日本選手権で３位、４月の日本ユース選手権

リード（ユースＢ）で優勝と確実に強さが増してきて

いると感じた。一つ一つのムーブを見ていても無駄が

なく素晴らしい。今後どこまで行くのだろうか。2020

年が楽しみだ。

　男子は、矢羽型のハリボテが続く５．13ｃ／ｄの

ルート。バランスを含め総合力が要求されるルート。

それを、本間が確実に処理し完登に近いところまで登

る。逆に、昨年ワールドカップで５位の樋口が本間の

数手前で落下、準決勝１位の今泉が下部で失敗するな

ど波乱が起きた。それだけルートは難しく、ちょっと

したミスが結果に影響するほど実力は伯仲していると

感じた。

　また運営面では、開催地の取り組みが十分できてい

ると感じた。国体のリハーサルとしては、一部設備や

施設（天候対策、逆光対策、リード壁側壁、動線レイア

ウトなど）の改善課題はあるが、壁の屋根工事も計画

されており、他の課題も可決できる範囲と考える。そ

してビレイヤーなどスタッフにおいても、高いレベル

にあり、岳連、市の連携も取れており、素晴らしい国

体となること間違いないと感じた。

　ただ、権利関係と、メディア対応の件は慣れていな

いためこちらで対応。首都圏で行う大会の体制までい

かないが、配布資料、動線（ＥＮＧ、スチール、ペン）

の管理を実施。地元を含め10社以上の来場があった。

スポーツクライミングへの認知度向上もあるが、一部

選手による影響が大きい。

（競技委員長　村岡正己）

順位 名前 予選 準決勝 決勝
高度 順位 高度 順位 高度 時間

1 森　　秋彩 TOP 1 TOP 1 TOP 1
2 栗田　湖有 TOP 1 32 3 37 2
3 高田こころ TOP 1 32 3 35+ 3
4 大河内芹香 TOP 1 27+ 8 35+ 4
5 平野　夏海 TOP 1 TOP 1 31 5
6 坂井　絢音 TOP 1 32 3 29+ 6
7 菊沢　　絢 33 11 28+ 6 29 7
8 原田　朝美 32+ 12 28+ 7 16+ 8

順位 名前 予選 準決勝 決勝
高度 順位 高度 順位 高度 時間

1 本間　大晴 TOP 1 36 5 40+ 1
2 高田　知尭 TOP 1 37 3 38 2
3 村井　隆一 TOP 1 35+ 6 36+ 3
4 樋口　純裕 TOP 1 37+ 1 35 4
5 清水　裕登 TOP 1 35+ 6 35 5
6 徳永　潤一 28+ 8 35+ 8 31+ 6
7 大高　伽弥 TOP 1 37 3 18+ 7
8 今泉　結太 TOP 1 37+ 1 16+ 8

決勝　森秋彩選手

決勝　本間大晴選手
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第56回全日本登山大会報告書 北海道山岳連盟

　第56回全日本登山大会は平成29年７月６日（木）～

８日（土）までの３日間支笏洞爺国立公園に位置する羊

蹄山、ニセコ積丹小樽海岸国定公園のニセコ山系で全

国からお迎えした255名のみなさんと60名の地元役員

によって開催されました。

　全国の岳人が新緑の大地北海道の自然にふれ、登山

技術の向上と親睦を図る。山に親しむ機会を得て、山

の恩恵に感謝する「山の日」を継続的に発展させ自然を

守り安全登山の啓発を続けることを大会目的にしまし

た。またスローガンには「湧水の羊蹄山と緑萌えるニセ

コ山系」とし古代から脈々と吹き出る湧水、雄大且つ緑

美しい北海道を謳いました。

　本大会に先立ち会場の設定に実行委員会は苦労しま

した。宿泊先の問題、交通の利便性、選定する山の度合

等々何度も協議を重ねその結果上記に決定し、一丸と

なって取り組みました。さいわい北海道、札幌市、地元

８自治体と開会式を行う定山渓ビューホテル、りんゆ

う観光の全面的な協力を得ることができました。

　大会当日は稀にみる炎天下の元、それぞれの登山隊

が山男、山女の実力を発揮してくれました。特に羊蹄山

４コースの頑張りには大会前の危惧と裏腹に敬意を表

します。本大会参加者みなさんの期待に応えることが

できたかは想像の域ですが、事故もなく終えたことは

本部の一員として安堵しているところです。そして関

係者のみなさんに心からお礼を申し上げる次第です。

　大会１日目は開会式に日本山岳・ＳＣ協会八木原会

長、尾形専務理事、仙石常務理事を来賓には北海道知

事（代理）文化スポーツ局長甲谷恵氏、札幌市長秋元克

広氏を迎え挨拶を頂戴する。

　記念講演は、日下哉氏の「北海道の自然環境と登山」

と題して行われました。並行して全国参与会が開かれ

闊達な意見が交わされました。

　大会２日目は大会会長の言葉「あなどるな、過去の体

力、過去のもの」を秘め早朝４時30分に羊蹄山登山隊

がＥ１－40名、Ｅ２－38名、Ｆ－ 46名、Ｇ－32、８時

にＡ－23名、Ｂ－18名、Ｃ－16名、Ｈ－12名と全員意

気揚々と出発しました。

　Ａコースは、ニセコアンヌプリ（１，308ｍ）のピスト

ンコース。深緑と360°のパノラマに大満足です。

　Ｂコースは、イワオヌプリ（１，116ｍ）～ニトヌプリ

（１，080ｍ）の縦走コース。それぞれ硫黄の山、森のあ

る山はアイヌ語からきています。露出した岩肌を通り

抜け可憐な花を愛でながらでした。

　Ｃコースの沼巡りは大谷地、神仙沼の高層湿原帯で

す。ゆっくりと思いのままに散策ができました。

　Ｅ、Ｆ、Ｇコースは、羊蹄山（１，898ｍ）を４隊に分

けての集中登山です。コースタイムの長さ、標高差の

大きさ、予想もしなかった記録的灼熱に見舞われ、み

なさんのご苦労を思うと頭が下がる思いでした。その

なかで頑張りとおし完登できたことは特筆に値しま

す。

　Ｈコースは、尻別岳（１，107ｍ）のピストンコース。

スキー場リゾート地を横目にやや花シーズンが終わっ

弾む足取り 外輪山 ヤッホー！

定山渓ビューホテルでの開会式
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ていましたが目前の羊蹄山を十分に堪能できました。

　炎天下のなか下山後に立ち寄った「吹き出し公園」の

湧水が五臓六腑に沁みこむのを感じ取りましたとみな

さんの談に納得でした。

　交流会は到着隊待ちで30分遅らせ19時から開始と

しました。郷土料理、地酒に舌鼓をうち山行談義に花

が咲き、あっという間の一時でした。そしてアイヌ民族

の唄、踊りにみなさんが輪になり盛り上げていただき

ました。

　大会３日目は自由解散、オプショナルツアーへの出

発とみなさんを送りました。

　今大会を振り返って同一ホテルに２泊できたことは

行動に余裕ができたかと感じています。それに伴い登

山会場までのバス移動が長かったことはお許しをいた

だきたいところです。

　全国から225名のみなさまが参加されたこと、何よ

り快晴のなか（暑すぎた）で行われたことに喜んでいま

す。そして道岳連にお褒めの言葉をいただき感謝する

次第です。次回開催の京都山岳連盟にエールを送り56

回大会の報告としてあらためて心からお礼申し上げま

す。 （記　大会運営本部長　明田通世）

平成29年度全国参与会報告
　第５６回全日本登山大会・北海道大会に合わせて７

月６日（木）に札幌・定山渓ビューホテルで全国参与

会が開催された。本協会からは坂口・神﨑顧問、八木

原会長、尾形専務理事、仙石常務理事、内藤監事ら６

名の顧問・役員が出席し、参与は全国から１３名が参

加された。

　八木原会長挨拶の後、この１年に逝去された齋藤一

男元会長（２月）、高室陽二郎元副会長（４月）、阿地

政美（北海道、１月）、四戸寛次郎（岩手、５月）、中

嶋正夫（福島、６月）、幸田賢司（鹿児島、２月）各

参与ら６名の物故者に黙祷を捧げ、謹んでご冥福をお

祈りした。

　永年参与感謝状贈呈者は、２年続けて該当者無し、

となった。

　次いで尾形専務理事より、法人名称の変更、組織の

改編、新役員体制及び平成２８年度財政状況、事業概

況等について報告した。

　参与からの質疑応答では、年々参与が減少してい

る。もう一度全国に呼びかけて増員を図るべきではな

いか。

ジュニアの普及事業も大事だが、日山協の傘下にはシ

ニアの方々も多いのだからシニア育成事業にも取り組

んで貰いたい。山岳遭難事故が減らない。安全登山対

策に力を入れて貰いたい。公益法人として森林事業の

人たちなど山を取り巻く人たちにも目を向けるべきで

はないか。祝日「山の日」に寄せる世間の期待度は高

い。然し岳連とのギャップが大きい。具体的な企画推

進するなど対応を考えるべきだ。などのご意見を頂い

た。 （記　尾形好雄）

齋藤一男さんのお別れの会
　７月２９日（土）に東京・アルカディア市ヶ谷で本

年２月２４日に逝去された齋藤一男元会長のお別れの

会が、日本山岳文化学会、（公社）日本山岳・スポー

ツクライミング協会、日本勤労者山岳連盟、（公社）

東京都山岳連盟、山学同志会、東電山ノ会が発起人と

なって開かれ、110 名が参会された。

　参会者の献花の後、発起人を代表して日本山岳文化

学会の酒井國光会長から挨拶を頂いた後、「お帰りの

際に齋藤さんの著書を持ち帰って頂きます。」と語ら

れ、著書と追悼集『碵学の人』が配られた。

　続いてお別れの辞として八木原圀明会長、深田良一

山学同志会ＯＢ会会長、林昭雄東電山ノ会会長から在

りし日の故人を偲ぶお言葉があった。

　其の後、西本武志日本勤労者山岳連盟会長のご発声

で献杯が行われ、会場の隅々で故人を偲ばれていた。

羊蹄山山頂
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第105回 Mountain World

アルジュナ西壁の新ルート登攀

池田常道

　インドのキシュトワール・ヒマラヤは、1970年代か

ら90年代初めにかけて注目を集めた。標高は6000ｍ

台だが険しい山容のピークばかりで、単純に初登頂を

求めるような登山隊はほとんど近寄らなかったから、

ここはアルパインクライマーの独壇場だった。

　1974年、クリス・ボニントンとニック・エストコー

トによるブラマーⅠ峰初登頂をきっかけに、英国勢は

山群東部の山々へ活動領域をひろげた。スティーブ

ン・ヴェナブルズのキシュトワール・シヴリン、ミッ

ク・ファウラーのセロ・キシュトワール等々である。

一方ポーランド勢は、キジャイ・ナラのアルジュナや

ザンスカール境界のハグシュに凱歌を上げた。

　ところが、カシミール情勢が不安定化した90年代半

ばからこの山群の登山・トレッキングは禁止され、15

年以上にわたって空白時代が訪れた。

　再解禁の兆しを見てとったダーフィット・ラマ（オー

ストリア）は、2011年にスイス勢とセロ・キシュトワー

ル南壁を登った。ミック・ファウラーは14年秋にハグ

シュ（6657ｍ）遠征を計画したが、現地でマルコ・プ

レゼリ（スロヴェニア）一行と鉢合わせしてしまった。

しかも、優先順位は入山の早いスロヴェニア隊が先。

結局、プレゼリ隊がハグシュ北壁を登り、ファウラー

は、ポール・ラムズデンと別ルート（北東壁）を採る

ことを余儀なくされた。

　このときプレゼリはリモ山群への入山がかなわず、

現地エージェントの勧めにしたがってキシュトワール

へやってきたのだった。彼は15年にもセロ・キシュ

トワール（6173ｍ）東壁を初登攀した。メンバーはプ

レゼリとウルバン・ノヴァク、マニュ・ペリシエ（フ

ランス）、ヘイドゥン・ケネディ（アメリカ）である。

これらの訪問でこの地の概念を把握し、その魅力に目

覚めたプレゼリは、後者の帰途、記録の少ないキジャ

イ・ナラを探ってみるつもりだったが、セロ・キシュ

トワールの登攀に日数を食われたため断念した。

　セロ・キシュトワールに行った４人のうちペリシエ

（フランス）を除く３人は翌年秋に出かけるつもりだっ

たが、出発する１週間前にラトックⅡ峰における友人

の行方不明事件（昨年10月号参照）に接したケネディ

が抜け、一時延期となった。

　計画は半年後の５月に再興された。ケネディの代わ

りに、ハグシュへ行ったアレシュ・チェセンが入り、

３人は５月29日にＢＣを設けた。目標は、83年に固定

ロープ500ｍを駆使して登られたアルジュナ（6250ｍ）

西壁の新ルートである。

　前２回は秋を選んだプレゼリは、春のほうがアルパ

イン・クライミングに適しているのではないかという

期待も抱いていた。実際、16年秋に入山したクリス・

ギビッシュとジェフ・シャピロ（アメリカ）は、コン

ディションのあまりな悪さからこの壁を諦め、ブラ

マーⅡ峰の南壁を登っている。日当たりがいいため、

雪崩の危険を避けようと未明から行動を起こす慎重さ

が要求された。

　アルジュナに取りかかる前に、西壁の対岸にある

6013ｍ峰（79年ポーランド隊が初登頂）を新ルートの

北稜から往復した。ＧＰＳ計測で頂上は6038ｍ。アル

ジュナ西壁が手に取るように見え、ルートの目途を付

けることができた。

　６月16日、登攀開始。下部の氷壁は状態がよく、ほ

とんどロープを結び合うことなく登ることができた。

続く６ピッチのミックス壁では、ときたま襲う湿雪

雪崩に悩まされたという。この日は、核心部手前でビ

バークした。翌日は、ミックスの３ピッチを克服する

のに８時間を要した。傾斜の強い氷を１ピッチで越え

ると、７ピッチにわたって雪壁が続いていた。核心部

に時間を費やしたため、この日は頂稜まで３ピッチを

残してビバークとなった。

　頂上に立ったのは18日の昼ごろだった。通算第２

登、アルパインスタイルでは初めてである。ルート名

はAll or Nothing（1400ｍ、ＥＤ＋）。登路伝いに懸垂

下降し、真夜中近くＡＢＣに帰った。

アルジュナ西壁。赤い線がプレゼリらの登攀したライン
All or Nothing 1400m ED+（MM7+ WI5+ A0）
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「山の日」制定記念
―ふるさとの山を登ろう―

岩手山

祝日「山の日」制定記念イベント2017年
みんなで鈴木大地スポーツ庁長官と
「ふるさとの山・岩手山を登ろう！」

キャンペーン
　山の日制定記念「ふるさとの山を登ろう！」キャン

ペーンが、スポーツ庁の鈴木大地長官や地元スポーツ

少年団、そして県内外の登山愛好者１，500名の参加の

もと７月１日（土）の岩手山の山開きとコラボ企画で実

施されました。今回の企画は、（公社）日本山岳・スポー

ツクライミング協会主催でスポーツ庁、観光庁、東北

地方環境事務所、岩手県等の後援のもと岩手県山岳協

会が主管して開催しました。

　当日は、前日までの猛暑とはうって変わって霧雨の

なか、標高633ｍの馬返し登山口で、午前６時から山開

き神事が行われ、柳村典秀滝沢市長、鈴木長官、県山協

高橋時夫会長らが玉串奉奠、鈴木長官は挨拶で山での

事故防止を呼びかけた。テープカットのあと地元岩泉

町バレーボールスポーツ少年団の女子６名に八幡平市

の男子小学生３名も合流して２，038ｍの山頂を目指し

て出発。霧雨と、時折薄陽の射すあいにくの天気の中、

４合目までは新道を進む。５合目付近からは視界は回

復しつつもあるが相変わらずの雨模様。それでもハク

サンチドリ、シラネアオイ、イワカガミなどの高山植

物に励まされ午前10時15分、八合目避難小屋に到着。

山小屋では県山協の会員医師、看護師の協力で今年初

めて開設された夏山臨時診療所が万一に備える。小雨

模様のため、120人収容の山小屋は満杯状態。一息入れ

て、正午に始まる山頂セレモニーを目指して砂礫帯を

登る。外輪に出るころには、横なぐりの小雨模様とな

る。11時50分鈴木長官とスポーツ少年団の子供達も元

気に登頂。山頂は多くの登山者で賑わう。正午に滝沢

市、八幡平市、雫石町の登山隊によるピッケル交換、万

歳三唱、鈴木長官も挨拶で国民の祝日山の日制定の意

義、そして「雨の中でも多くの県民が岩手山登山に挑

戦している姿は、昨年大成功に終わった希望郷いわて

国体のレガシーだ。」と登山の普及に期待を述べ激励し

た。

　今回の企画は、昨年８月11日に施行された祝日「山

の日」が「国民こぞって、山に親しむ機会を得て、山の

恩恵に感謝する日」であることの趣旨を広く県民に、周

知されることを目的として開催された。

　風雨の中、元気に鈴木長官と山頂に立った子供たち

にとって、初めての岩手山登頂は、厳しくも楽しい思い

出深い登山になったことでしょう。

　今年も、山頂では沢山の機関旗、社旗、団体旗がたな

びくなど１，500名を超える登山者が、歓喜の輪を作り

ました。

　今回の山の日キャンペーンは、地元報道機関をはじ

めは、「見渡せば歓喜」の見出しで、各地方紙の紹介も

あり全国に発信されました。また、岩手県山岳協会で

は、今年も山の日制定記念のオリジナルのぼりも作成

して県内の主要な山の登山口に掲げるなど「山の日」周

知に努めています。

（岩手県山岳協会登山普及部長　山口吉男）

山頂での鈴木長官とスポーツ少年団

山頂での鈴木長官の挨拶
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平成29年度全国山岳遭難対策協議会報告
　７月７日（金）10時より平成29年度全国山岳遭難対

策協議会が国立オリンピック記念青少年総合センター

にて開催された。今年は警察、消防、山岳関係者の約

250名が参加したが、会場の関係から狭さが目立った。

　構成は２件の報告と３件の講演で、初めに警察庁か

ら28年山岳遭難の状況について報告された。

　昨年の発生件数は2,495件で前年比－15件、遭難者

数2,929人で前年比－114人といずれもやや減少結果

となった。遭難の態様は道迷いがトップで、年齢層は

中高年が77％、うち60歳以上が半数を占めている。ま

た死亡者の率は単独登山者が圧倒的で、総数が減少し

たとはいえ傾向はここ数年全く変わってはいない。詳

細は警察庁のＨＰをご覧いただきたい。今年は単なる

数字の発表だけでなく、男女別や地域別等に言及した

報告がなされたのは進歩と言える。報告終了後に、件

数発表を６月ではなく３月くらいにはできないのか？

との質問があったが、内部の事情でなかなか難しいと

の回答であった。

　報告２として静岡市消防局から「消防機関における

山岳救助訓練について」報告された。静岡市近郊では

平成20年までに広域化が進み、山岳遭難に対して救

助隊も一本化され一ヵ所に集約された。

　静岡地区は3,000ｍを超える南アルプス山間部を網

羅しなければならず、分散していた隊員が一か所に集

まる事で迅速な対応が図れるようになった。しかしな

がら山岳に関してはほとんどの隊員が素人であり、ま

た任期ローテーションにより隊員が代わってしまうた

め隊としてのスキル向上がなかなか図れないのが現

状である。そんな環境の中で四季にわたり実際数日間

の縦走や沢登り、ヘリを出動させた現地での実践的訓

練を取り入れ技術向上に努めているとの紹介が行われ

た。

　講演１では「コンパス新サービスについて」日本山

岳ガイドﾞ協会、インフカム（株）の今さんから紹介が

あった。今までは登山届の提出と下山確認がメイン

で、情報共有はシステムと登山者、警察との連絡のみ

であった。これからは届け出を家族や仲間はもちろ

ん、警察や行政と共有していく時代である。情報共有

により、遭難が起きた場合、同じルートを通過した登

山者からの情報提供も可能になる。平地のみならず、

登山者にもＩＴ化は押し寄せており、登山者のほとん

どが登山中もスマートフォンを持ち歩いている。つま

り、火山情報や気象の急変についても登山中でもリア

ルタイムで情報が得られる環境にある。山小屋でも衛

星Ｗｉ－Ｈｉを利用したインターネットサービスが始

まっている。また、ウェブ登録することで本人の現在

地はもちろん、たどった軌跡や計画しているルートま

でも把握することができる。もちろん個人情報セキュ

リティーは万全にしなければいけない。道標代わりに

モジュールを設置することで通過するたびに登山者

はチェックされ、登山者側にはポイントが付加される

システムも考えているようだ。たまったポイントで温

泉券がもらえるなど、インセンティブを付加すること

でより登山の楽しみを増してゆきたいとのこと。登山

届け提出と言った強迫観念ではなく、届け出が楽しく

なるようなシステムを提案していきたいとの事であっ

た。

　講演２では「日本の登山事故をなくすための課題」

について名古屋工業大学の北村教授より講演いただい

た。

登山は過酷な環境で行われるものであり、当然対応す

るためのスキルが必要であるが、すべての登山者が自

分の目指す登山環境と自己のスキルが一致していると

は限らない。アルピニズムは今やツーリズムであると

言った意見もあるが、自然の厳しい環境は何ら変わっ

ていない。いくら登山道が整備されても環境の厳しさ

までもが変わるわけではない。登山という行為は目的

から始まって、計画、準備、実行、報告、これをまわす

スポーツである。更に大切なのは引き返す判断ができ

るパーティーでなければならないと言う事。またアク

シデントをバックアップするためのシステムが必要で

ある。大学山岳部であれば留守本部がこれに相当する

し、有事に出動してくれる警察、消防の方々を含んだ
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救助も必要で、つまりはチームワークが大切である。

教授は登攀で使用するロープﾟや支点の在り方につい

ても言及された。まとめとして「登山は登山客から自

立した登山者へ」との提言をされていた。講演全体と

しては登山者向けの内容であったように感じた。

　講演３では「事故を防ぐための気象判断」と題して

（株）ヤマテンの猪熊さんより講演いただいた。

　新たな試みとして「ワークショップ議題」として参

加者によるディスカッションを行った。

　近年、気象に関係する遭難として低体温、沢の増水、

落雷事故があげられる。気象に関してはほとんどの方

が天気予報を活用しているが、平地と山とでは天気も

大きく異なり予報をうのみにするのは危険であり、天

気図を理解し予測することが大切である。地図でいえ

ば国土地理院の２．５万分の１地形図を活用するのと

同じである。過去の報告や最近はＳＮＳなどの投稿も

あるが、これらの投稿はその人の主観的意見なので、

これもまたうのみにするとリスクがある。登山する地

形や行程に潜む危険を予知し、必要な装備を備えるこ

とが重要である。低体温と気象については白馬および

トムラウシでの事例を上げ、天気図を照らし合わせて

の詳しい解説が行われた。春に起きた立山での小型機

事故と気象についても触れていた。日本の山岳地帯で

は山脈を越えていく山岳波と呼ばれる風が良く吹くた

め注意が必要である。

　「ワークショップ」では疑似天候が予測される４月

30日、白馬三国境で１名の遭難者から通報ありとの設

定に基づき、これにどう対応するのか警察、消防、山

岳関係者それぞれで検討した。代表として長野県飯田

消防の方から検討結果を発表いただき、発表に対して

猪熊さんより総評をいただいた。

　講演４では「山岳遭難へのドローン活用事例」につ

いて東京都山岳連盟中嶋副会長から講演いただいた。

都岳連では２年半ほど前からドローンに関する研究を

行っており、スカイシーカーはじめドローン製造メー

カー他５社との提携も結んだとの事。今年５月にはあ

きる野市でドローンの講習会も開催した。ドローンを

飛ばすに当たっては航空法の関係で承認、許可を得る

必要がある。本体は電子機器であるため搬送には十分

気を配る必要がある。また、ドローンの特性として風

や低温環境に弱い事、木などの障害物に考慮した操縦

を行わなければならないなど詳細にわたり注意事項を

教授いただいた。活用事例として昨年行方不明となっ

た新潟のボーダー捜索で６月に行なわれたドローンに

よる捜索が報告された。

　最後に国立登山研修所宮﨑所長より恒例の「山岳遭

難事故防止のために」の提案と、日山協亀山副会長か

らの御挨拶をいただき、17時閉会となった。

「山岳遭難事故防止のために」
登山者は山岳遭難事故防止のために次のことに取り組む

• 登山の第一歩は、目的とする山を良く理解すること

からはじまります。地図を基本にガイドブックや現

地等から事前に山岳情報（登山道の状況、積雪量や

雪崩の危険性、山小屋の営業期間など）を調べるこ

と。

• 登山計画書を作成して、パーティー全員がその山を

良く理解するとともに、体力と経験に応じた無理の

ない計画であるかよく検討すること。

• 登山計画書を家族や職場に知らせるとともに、登山

届の提出が義務化されている山域もあるので、各都

道府県の提出先や登山口の登山届ポスト等に必ず提

出すること。

• 単独登山はやめて仲間と登り、ツェルトや救急用

品、非常食を必ず携行して、ゆとりある行動を心が

けて、安全登山を行うこと。

• 山の事故は自己責任であることをよく考えて、山岳

保険には必ず加入すること。

• 危急時に確実に連絡を取れる手段を確保するため

に、無線機、携帯電話等の通信機器を持参して登山

を行なうこと。

• 登山に出発する前に、目的とする山域の最新の気象

情報・火山情報等を入手して、現地の状況を把握す

ること。

• 登山中は常にパーティー全員の体調や疲労に注意を

払い、コースの状況・気象条件等に応じて下山する

などの冷静な判断を行い、山岳遭難事故を絶対に起

こさない心構えで行動すること。

 関係者は山岳遭難事故防止に向けて次のことに努める

• 登山計画書の提出を奨励し、計画的で安全な登山の
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普及に努める。

• 登山道、道標、トイレなどの整備とその適切な管理

に努める。

• 今後設置する道標及び案内表示の様式、表記方法等

について、可能な限り統一に努める。

• 詳細な山岳情報、気象情報、火山情報等の提供に努

める。

• 中高年登山者やツアー登山参加者の安全確保に努め

る。

 （記　遭難対策委員長　町田幸男）

平成29年度遭難対策委員会研修会兼総会
　遭難対策委員会の平成29年度の研修会と総会が大

阪府岳連はじめ関西地区岳連の協力で平成29年６月

24日から25日にかけて伊藤克己副会長以下48名が出

席し神戸セミナーハウスで開催された。24日は研修会

で全体進行は石田常任委員が行った。最初に東京都岳

連の松本光顕常任委員から「ドローンの山での活用に

ついて」映像で説明があった。その後、テニスコート

に移り、実際にドローンを飛ばして音や操作性を確認

した。続いて現在、講習内容や資格制度の制定に向け

指導委員会と遭対委員会が協力して進めている夏山

リーダーについて西内遭対副委員長より説明があり、

あわせて英国の登山研修所の施設や環境の写真による

報告があった。引き続き那須山雪崩遭難事故について

注意すべきポイントの報告があり、栃木の喜内会長か

ら補足があった。６月30日に検討委員会の中間報告、

９月末に最終報告書が出されるとのことであった。

　最後に各県の情報交換を行い、青山副委員長から本

日配布した事故に関するアンケートに関しての説明が

あり３，000件と言う山岳事故のうち実に１／４もの

事故を日山協傘下で起こしている。この具体的対策活

動はいかに？という問いかけがあり各県との意見交換

があった。研修会終了後、懇親会が行われた。

　総会は25日に行われ石田常任委員が全体進行を

行った。伊藤日本山岳・スポーツクライミング協会副

会長の挨拶で開会し、西内副委員長から平成28年度

事業報告、平成29年度事業計画の説明があった。28年

度の新事業は指導・遭対合同技術研修会、大規模雪崩

事故に対応したＡｖＳＡＲ協議会である。町田委員長

からＡｖＳＡＲの講習会の参加報告があった。

　引き続き遭難対策委員会の若返りのための新体制

について報告があり、町田幸男副委員長が常務理事、

委員長に、石田、青山、西内常任委員が副委員長に就

任した。町田新委員長から石田副委員長が技術、講

習会を、青山副委員長がＵＩＡＡ，ＳＡＲ担当、西

内副委員長が夏山リーダー、渉外を担当、また事務

局・会計を瀬藤、岩切、神垣、松本が担当するほか、各

常任委員に役割を分担していただき総力で取り組みた

いとの挨拶があった。

　その後、町田委員長から指導・遭対合同技術研修会

について報告があり、目的が指導では指導員検定の

為、遭対では実際の事故時対応の為という違いのため

に差があることを認識した。用語の統一も道半ばとの

ことであった。常任研修に参加されたい委員の方はぜ

ひ参加してください。続いて青山副委員長によるＳＡ

Ｒ報告、ＵＩＡＡ登山委員会報告そして山岳事故調査

報告が行われた。ＵＩＡＡでは那須岳雪崩事故に関す

る報告を行った。なおラッセルと言う用語はラッセ

ル車を開発した人の名なので通じなかったとのこと。

山岳事故調査報告では事故件数などが減少に転じた

が、この傾向が続くか見守る必要がある。日山協の事

故率が労山の事故率に並んだ。また組織登山者の事故

率が、未組織登山者の事故率より高いとの報告があっ

た。登山者の常識では春山のリスクは冬山よりも低

い。しかし、近年冬の積雪より春の積雪が多くなり、

冬より春の雪崩事故が多くなっているので認識を変え

るべきではないかなどの議論があった。

　登山部門の影が薄い中で開かれた総会であるが、着

実に活動していることを感じさせるとても有意義な研

修会、総会となった。

 （遭難対策副委員長　西内　博）

平成29年度中高年安全登山指導者講習会
〈東部地区〉

期　日 平成29年９月22日（金）～ 24日（日）
会　場 静岡ホテル時の栖、竜爪山
参加費 24,000円

〈西部地区〉
期　日 平成29年10月７日（土）～９日（月・祝）
会　場 山口県セミナーパーク、陶ケ山連山
参加費 20,000円
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平成29年度年指導委員総会及び研修会開催
　平成29年度指導委員総会が６月３日（土）、４日（日）

で開催され、39都道府県56人の参加があった。

　まず、亀山健太郎副会長から「今後の日本山岳・ス

ポーツクライミング協会の運営に関して、今までの体

制ではいられない状況で、役員の大幅な改選を行っ

た。心を引き締めて勉強しながらやっていかなければ

いけない。指導は山岳とスポーツクライミングの両方

の運営にかかわっている。皆様にもご協力いただきご

指導いただきたい。」と挨拶。

　次いで瀧本健指導委員長から「今年、那須等の大量

遭難があって、指導者制度の問い合わせも多くあっ

た。各岳連でも指導者養成講習会の運営ができない状

況である。岳連単独でできないので地域での開催を考

えていかなければならない。スポーツクライミングの

指導者養成もどこでも受けられる体制になっているの

で、運営を工夫していかなければならない。指導者制

度の大幅な改定が迫っている。夏山リーダーの運営も

ようやくテキストができた段階。皆さんで力を合わせ

て解決していきたい。今年で退任となります。以降、

蛭田指導委員長のもとで宜しくお願い致します。」と

挨拶。平成29年度からの指導委員会常任委員につい

て紹介があった。

１．研修会（瀧本）
• 日本山岳協会から日本山岳･スポーツクライミング

協会へ変更になったが略称は日山協のままでいくこ

とになる。

• スポーツ指導者制度の検討プロジェクト、基本計

画、競技別指導者資格の資格区分改定案についての

話があったが、即時実施は難しいのではとの見解。

　  （国体監督資格についての質問）現状では山岳でも

スポーツクライミングでも両方可能。今後のコーチ

の資格についてのメリットは山岳でも以前から問題

となっているが、国家資格になれば変化する可能性

もある。資格制度の問題として日山協の傘下でない

と難しいところがあるので、その点も今後の課題。

• 指導者関係書類について日本山岳・スポーツクライ

ミング協会の名称変更を行っている。

　（ホームページから取得可能）

• 指導遭対合同技術会議での報告があった。ロープを

結索（けっさく）するなどの用語統一。制動確保の

必要性、ハーネスへの結索方法、留結びに関しては

強度的には変わらないとの見解。

• ＡＣ／ＳＣ指導員、上級指導員検定基準及びテキス

トについて見直し、改定をした。今後、ご指摘等い

ただき、製本することになる。

　＊ ＵＩＡＡ準拠、夏山リーダー資格について日山協

登山部の西内博氏と清水学両氏から日山協の一

般登山者への登山教育について説明があった。冬

山、バックカントリースキーでも雪崩、遭難等の

事故が多発している。緊急避難等も含めた冬山で

の対策も今後検討してもらいたいとの意見も出

た。

２．総会
　翌日は総会として、蛭田新委員長より、事業報告、

事業計画等の説明があり、特にスポーツクライミング

の義務研修について更新の機会が少ないことからブ

ロック別研修会時に実施。ホームページに掲載。国体

監督会議時にも実施する方向であることが示された。

平成29年度の登攀技術研修会は福島県で開催。30年

度は愛知県で検討していただくことになった。

　スポーツクライミング指導者養成講習会の計画につ

いては、今年度は宮城県で中央開催される。関東での

開催（日程調整中）ブロック別研修会時にも開催する

方向で調整中。

　ブロック別意見交換会では

　テーマ：ＵＩＡＡ公認、夏山リーダー資格について

下記項目で討論された。

①販売店との共催は？

②１販売店に特定することは？

③どのような資料が今後欲しいか

④自分の都道府県で開催可能か（地域協力が必要か）

⑤その他

　共通して、登山用具販売店との共催は問題ないが、

１店舗に限定するのは地域事情もあり難しいとの意見

が多く出た。資料としては共通の指導ができるような

パワーポイントの作成の要望があった。また現行の登
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山教室との調整もしなければならない、単独都道府県

では集客が難しいとの話もあった。

　最後に、西内氏より「２日間の熱心の討議ありがと

うございました。組織の問題、課題は沢山あり個人の

力を組織全体で取り込んでいく必要がある。上部任せ

では進まないので、皆様の声を反映していく必要があ

ると思いました。皆様の人材力は大きい。」とのコメン

トをいただいた。

　蛭田伸一新指導委員長より「荷が重い責務ですが、

代表として出る以上、皆様の協力がさらに必要になっ

てきます。スポーツクライミングの方との連携を図っ

てもらいたい。オリンピックだけでなく、その先も見

据えた協力をお願いします。」と挨拶があった。

（文責：指導委員会　野村善弥）

スポーツ指導者制度を考える
（一社）大阪府山岳連盟　専務理事　飛田典男

　2005年に公認スポーツ指導者制度が改訂されてか

ら10数年が経過し「新しい時代にふさわしい指導者＝

グッドコーチ」を目指して来年度にスポーツ指導者制

度はコーチ制度として５段階のアスリート養成を主眼

としたものに大改革されることをご存知であろうか

　指導者のコーチとしての意識改革が目指されてい

ることは理解できるし、競技性を追求するスポーツに

は適した制度である。山岳の競技性については兼ねて

より論じられてきたところであり、その変遷が国体競

技におけるクライミングへの特化がそれを象徴してい

る。スポーツは本来競い合うことのみを追求してきた

ものではないことは誰もが理解するところである。こ

の競技性を追求しないスポーツにはコーチとしての役

割は必要である。特に登山では経験に裏打ちされた正

しい知識と技術が大自然の中で安全に行動する為には

必須のものとなる。これを担うものがアスリート養成

するコーチと通ずるところが無いとは言わないが似て

非なるものの様に思われる。

　山の安全を確保する為には全国の山岳指導員の存在

が不可欠であることは論を待たない。山の安全は正し

い技術と知識の伝道者である指導者が継続して育成さ

れ、現場の第一線に立ち続けてこそ実現されると考え

ている。しかしながら、その指導者の高齢化と指導員

の育成が思うに任せない状況が登山の安全の根幹を揺

るがしている。2016年のＪＡＳＡ公表の全国山岳資格

別登録者数はＳＣ指導者を含めて指導員・上級指導員・

コーチ・上級コーチ（890・１，011・60・72人）である。

この陣容で山の安全を指導できるのであろうか。加え

てこの方々の少なくとも半数が60代以上であると推

察される。岩と雪を目指す登山者が少なくなったとは

いえ、20万人の登山愛好家の安全を守る為には少な過

ぎる指導者の数である。

　また、指導員養成講習会を開催している都道府県は

昨年で10団体であり、協会主催の養成講習会もある

ものの全国的には指導員育成が等閑にされているのが

実態である。

　これらの課題を検討する上での山を取り巻く国内

状況を確認してみると、レジャー白書2015年では「ピ

クニック、ハイキング、野外散歩」が余暇活動の20位

にランク付けされ、２，440万人が登山人口とされて

いる。この中で登山愛好家が約20万人ほどである。レ

ジャー登山は、日帰りで整備されたルートを楽しむ野

外活動と位置付け、施設の整備等は行政的な取り組み

が待たれるところである。これ以外にツアー登山やガ

イド登山などへの対応もあるが、これらはプロ集団に

委ねられる。

　翻って20万人の登山愛好家が山の指導者の技術と

知識を必要としている。その中でも岩と雪を目指す登

山者は10％程度であり大半がハイキング志向者であ

る。これらに即した指導員養成内容となっていないこ

とが指導員資格取得のハードルを高くし、必要とされ

ている指導員が育っていない状況は10年以上前から

続いている。事故が起きてからの対策ではなく、未然

に事故を防ぐことへの役割を果たす指導員の存在が重

要なのである。

　以上、問題点を要約すると、

１．新たなコーチ制度は登山に馴染まない

２．指導員養成のプロセスが崩壊しかけている

３．指導員検定内容が現状にマッチしていない

４．遭難対策委員会とのコラボの進展がない

　協会を取り巻く環境がＳＣの隆盛も加わり錯綜して

いるのが実態であろうが、本質的に取り組む課題が異

なるものを取り混ぜて検討することは時間の浪費でし

かない。

　第１の問題点であるコーチ制度への移行に関して

は、この新たな制度を好機として現状の指導員制度を

根本から見直し、再構築することがベストであると考

える。検討した結果、馴染まないとの結論に達するの

であればこの制度と袂を別つことも選択肢である。

　第２は、３年間で全国の指導者を５千人育成するア

クションプランの策定である。これには協会認定の指

導員とし検定員を全国に派遣すると共に検定員の認

定も併せて行い、独自開催の方向付けを行うことも重
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要である。特筆しておきたいのは枠を設けないことで

ある。協会傘下の会員に限定せず、山の安全に興味の

ある方ならどなたでも参加できるものとしたい。そし

て、教育関係者である教諭や教員並びに高等学校の生

徒や大学生などにも門戸を開いたものとしたいもので

ある。

　第３は、ハイキング主体の指導員に必要と思われる

検定項目に絞り込み、動画等で分かり易く客観性の高

いテキストを作成し検定員の判断レベルを標準化する

ことである。

　第４は、指導と遭対の技術の相違とか用語の統一と

かではなく、セルフレスキュー技術をどのレベルでは

何処まで適用できるようにするかを論ずることの中で

解決できると考える。また、英国に学んだヒルクライ

ム指導のノウハウを是非とも新たに作成する指導要項

に盛り込んでいただきたい。

　新たな制度が策定されつつある中で、現状の指導員

制度の綻びが見え隠れしている。この状況の中で新た

なコーチ制度は更に混乱を惹起させ空洞化が予測され

る。岐路に立つ山岳指導者制度のあり方を広く全国に

問い、意見を求めた上で早急にあるべき姿と進むべき

道を見極めるべく始動されることを望むものでる。勿

論、及ばずながら指導員の一人として可能な限りある

べき姿に尽力することは吝かではない。

平成29年度自然保護常任研修会
　平成29年６月17日、18日の２日間、神奈川県立21

世紀の森及びその周辺にて、平成29年度自然保護常

任研修会を開催した。一帯は神奈川県西部で足柄平野

を前面臨む箱根外輪山の東側にあって、「大雄山最乗

寺の天狗」の伝説と、美林を誇る山林域として著名で

ある。この地の民俗伝承と森林についての学習を通し

て、山岳自然保護を考えることを今回の目的とした。

研修会には常任委員と関東地区の山岳連盟の自然保護

委員の32名が集った。

　第１日目はイラストレーターのとよだ時氏を招き

「山岳と天狗信仰」について、紅葉淳一常任委員から

「足柄の森林について」約２時間のレクチャー、林内の

散策を行った。

（とよだ氏レクチャー概要）
　とよだ氏は「日本百霊山・伝承と神話でたどる日本

人の心の山」と題した著述をヤマケイ新書からだされ

ており、このほか天狗を題材にしたイラストを取り入

れた興味溢れる著述をされている。今回、「大雄山最乗

寺」の天狗に因み、各地の山岳などにおける天狗の伝

承話を聞いた。

　古来、有名な霊峰には天狗が住んでいたとされ、富

士山の「太郎坊」、筑波山の「法印坊」、大山（だいせん）

の「伯耆坊」…とのように天狗に名前がついている。

丹沢（相模）大山（おおやま）も同じ大山伯耆坊の名が

伝わっており、相模大山の相模坊（最乗寺の天狗のこ

と）が崇徳上皇の霊を慰めるために四国の白峯に行っ

てしまったために、伯耆から相模に移り住んだとい

う。

　天狗にも階位があって「大天狗（鼻たか天狗）」「小

天狗（からす天狗、木の葉天狗）」「狗賓（ぐひん）」など。

一般的な姿は修験者の様相で、その顔は赤く、鼻が高

い、憤怒の形相、翼があり空中を飛翔する。民間信仰

において神とも魔物ともされる超能力（神通力）を備

えた伝説上の存在。また女性の天狗を「尼天狗（女天

狗）」と呼ばれる。

　時代を経て、天狗信仰は、やがて山岳自然の中で艱

難辛苦の修行を行う修験道と習合して、天狗は修験者

や山の自然を守る神様だと思われるようになった。

　明日巡る予定の大雄山最乗寺の天狗（大天狗）は、

修験道の満位の行者 相模坊道了尊者として、道了大薩

埵（ダイサッタ）との高徳の僧をたたえて付ける尊称

が与えられ、諸願成就の尊崇を集めている。

（紅葉委員レクチャー概要）
　元神奈川県の林業職であった委員から、足柄林業地

の実情について話を聞いた。

　この地一帯は足柄林業地として、神奈川県を代表す

るもので明治29年から本格的な造林が行われてきた。

荒山が目立つ各地の造林地が通例であるが、この地は

比較的によく植えられ、良く育っている。足柄林業地

は東西７㎞、南北12ｋｍに及びスギ・ヒノキ・クロ

マツが分布する。かつては農耕用に採草や薪炭採取で

全山草生原野であったところ、造林によって森林を取

り戻し用材林化が進んだ。行われている施業は短伐期

型で小丸太・中丸太の量産林業となっている。
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平成29年度（29年７月）
常務理事会報告

日　時　平成29年７月12日㈬
18時～ 21時10分

場　所　岸記念体育会館・４階会議室
出席者　八木原会長、亀山、髙橋、伊藤
の各副会長、尾形専務理事、小野寺、
村岡、合田、仙石、蛭田、町田の各常務
理事、中畠、古屋監事

委　任：平山副会長、水島、小日向常務
理事（14名中11名出席）

１．議　事
⑴平成29年度６月常務理事会・議事録
の承認について（事前送付済）
　異議なく承認された。
⑵専門委員委嘱について
　アスリート委員会メンバーについては
今後の課題とする。2020年第３回冬季
ユースオリンピック大会に山岳スキー
競技が正式種目に決定されたのを受け
て、山岳スキー委員会を追加すること
にした。

⑶雪崩災害防止功労者推薦について
　８月常務理事会までに該当者の候補者
推薦することで承認。

⑷参与の推薦について
　山口県山岳連盟顧問の西村亘氏を理事
会に推薦することで承認。

⑸組織・管理運営規程の整備について
　諸規程整備のためにガバナンス委員会
の設置が提案された。規程の改廃は理
事会事項なので、９/３に臨時理事会
を開催することで承認。

⑹理事会の決議方法について
　合田常務理事からスカイプ等を利用し
たテレビ会議について提案があり、理
事会に提案することで承認。

⑺予算委員会の運営について
　合田常務理事から資料に基づいて提案
があり、次回常務理事会に再提案する
ことで承認。

⑻2018年度ＳＣ競技大会日程について
　村岡常務理事から資料に基づいて提案
があり、方向性について了承された。

⑼セッター日当の見直しと作業ガイドラ

スオリンピック競技種目決定について
　小野寺常務理事から資料に基づいて報
告があった。前述の通りである。
⒂山岳レスキュー講習会開催要項について
　町田常務理事から資料に基づいて報告
があった。
⒃駒沢体育館内覧について
　村岡常務理事から資料に基づいて報告
があった。
⒄強化戦略プランについて
　小野寺常務理事から資料に基づいて報
告があった。
⒅山岳共済会運営委員会報告について
　尾形山岳共済会・会長から資料に基づ
いて報告があった。那須雪崩の保険金
支払いについては、死亡高校生の付保
保険は、対象外保険のため、支払いは
難しいとの事。
⒆遭難対策委員会報告について
　町田常務理事より報告があった。
⒇鈴木スポーツ庁長官の岩手山登山につ
いて
　髙橋副会長から資料（岩手日報・新聞）
をもとに報告があった。

３．後援報告、協賛等の依頼について
⑴埼玉岳連「小江戸川越夕涼み・講演と
コンサート」後援名義について

⑵第４回ＳＣ学生対抗選手権後援名義に
ついて
⑶認定国際山岳医後援名義について
　以上３件、異議なく承認された。

４．その他の重要事項
　６月５日～７月８日
⑴愛媛国体リハーサル（ＬＪＣ）
　６月９日㈮～ 11日㈰　於：愛媛県西
条市　八木原会長、髙橋副会長、村岡
ＳＣ部長、西原国体委員長
⑵スポーツ＆アウトドアツーリズムフェ
スタ in 昭島　６月11日㈰　於：モリ
パークアウトドアヴィレッジ　亀山・
平山副会長、合田常務理事
⑶ＩＳＭＦ総会　６月16日㈮～ 18日㈰
　於：アンドラ　笹生委員
⑷国立登山研修所専門調査委員会
　６月19日㈪　於：ＪＳＣ会議室
　尾形専務理事
⑸ワールドゲームズ大会実務者会議
　６月20日㈫　於：アーク森ビル
　尾形専務理事

インの作成について
　村岡常務理事から資料に基づいて提案
があり。理事会に諮ることで了承され
た。

２．報告事項
⑴６月度月次決算報告について
⑵上月財団助成
⑶練習中の事故防止に関する注意喚起
　以上、３事項について小野寺常務理事
から資料に基づいて報告があった。
⑷中高年登山指導者講習会（東部・西部
地区）開催要項について
　仙石常務理事から資料に基づいて報告
があった。
⑸ＪＯＣ交付金について
⑹平成29年度国際委員総会兼海外登山
技術研究会について
　以上、２事項について小野寺常務理事
から資料に基づいて報告があった。
⑺ＢＷＣ八王子大会報告
⑻ＷＣ第６戦ナビムンバイ報告
　以上、２事項について村岡常務理事か
ら資料に基づいて報告があった。
⑼ＪＳＣによる28年度助成事業実態調査
　小野寺常務理事から資料に基づいて報
告があった。
⑽代表選手の肖像権について
　合田常務理事から肖像権は基本的には
個人に属している。との報告があり、
基本的にＮＦは選手のためにあるも
のだから、肖像権は選手に戻すことを
前提に代理店と協議したい、と報告が
あった。
⑾来年度からの三種複合大会について
　ＪＯＣジュニアオリンピックカップを
複合競技大会にしたい旨、報告があっ
た。
　スポーツ拠点づくり自立促進事業なの
で、来年度から中止できるのか、地域
活性化センターに確認する必要があ
る。
⑿小林由佳氏の強化スタッフへの復帰に
ついて 
　合田常務理事から資料に基づいて報告
があった。
⒀2020オリパラに向け内閣サイバーセ
キュリティ対策勉強会 
　小野寺常務理事から資料に基づいて報
告があった。
⒁山岳スキーの2020ローザンヌ・ユー

　一方、大雄山最乗寺の寺社林も抱えており、樹齢

400 ～ 500年の老スギが県指定天然記念物として鬱蒼

と茂り、寺社の建物を納めている。山林面積は約100

㌶を占める。

　第２日目、当初、明神岳の登山であったところ、雨

天の兆しがあったことからコース変更し、「あしがら

森林公園・丸太の森」整備された人工林と大雄山最上

寺奥の院周辺の寺社林を巡検した。

　「丸太の森」は大雄山最乗寺の寺社林に隣接して、

24万㎡のよく整備されたスギ林を１時間ほど散策し、

紅葉委員から森林施業について説明を受けた。そのあ

と大雄山最乗寺に向かい、道了大薩埵の社を拝み、寺

社林の老木林のなかと350段余り急階段にあえぎなが

ら奥之院を巡った。

　下山後、門前のそば屋「十八丁目茶屋」でトロロ蕎

麦の昼食を摂り、三々五々夫々の帰途に就いた。

（記　自然保護委員長　松隈　豊）



　８月11日は祝日「山の日」が施行されて２
回目を迎える。「山に親しむ機会を得て、山
の恩恵に感謝する日｣の主旨で各県独自の
イベントが計画されているようだ。この日が
大自然の中での野外活動の楽しみかた、そ
の中に潜む危険、いわゆる“ヤバイ”を感じ
取る五感が身に着く機会になればと思う。
イベントの成功を祈念します。
 （広報担当 水島彰治）
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寄贈図書

八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会

陣馬山トレイルレース実行委員会

道志村トレイルレース実行委員会

八重山トレイルレース実行委員会

東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会

上野原秋山トレイルレース実行委員会

NPO法人一般財団法人 日本トレイルランニング協会
神奈川県事務局
〒252-0184

神奈川県相模原市緑区小渕1545-1
☎042-687-4011　FAX 042-687-3980
E-mail kitatanzawa@kib.biglobe.ne.jp

妙高赤倉マウンテンレース
バーティカル5K & トレイルラン25K

寄贈本
(株)山と溪谷 「山のリスクセンスを磨く本」著：昆 正和
（一社）日本登山医学会 「高山病と関連疾病の診療ガイドライン」編：日本登山医学会

雑
誌

(株)ネイチュアエンタープライズ 「岳人」No.842
(株)山と溪谷社 「山と溪谷」8月号 №988
（株）山と溪谷社 「登山白書」2017編：ヤマケイ登山総合研究所

会
報

（公社）日本山岳会 「木の目 草の芽」第128号
日本ヒマラヤ協会 「HIMALAYA」 No.481
中華民国山岳協會 「中華山岳」《雙月刊》 259
八王子山の会 「山となかま」 No.129
（一財）日本万歩クラブ 「帰れ自然へ」第575号
横浜山岳会 「山」1021号
（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」No.471
日本トレーニング指導者協会 「JATI EXPRESS」Vol.59
全日本ボウリング協会 「JBCnews」第548号
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」第601号
中国登山協会 「山野」2017 7 総226期
明治大学山岳部炉辺会 「炉辺通信」No.184
（公財）日本体育協会 2017年7月3日号 体協フェアプレイニュース/体協スポーツニュース
La rivista del Club alpino italiano 「Montagne360」2017.8
中華民国健行登山會 「中華登山」181
大阪府立体育会館 「季刊 府立体育会館」No.121
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」No.334
日本体育協会 「Sport Japan」vol.32
（公社）国土緑化推進機構 「ぐりーんもあ」Vol.78
東京都山岳連盟 「都岳連通信」2017年2号
(株)山と溪谷社 「日本山岳遺産基金通信」No.013
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」No.510
大阪府山岳連盟 「山岳おおさか」No.213
東京野歩路会 「山嶺」No.1049
（公財）全国高等学校体育連盟 「全国高体連ジャーナル」Vol.33
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」第444号
日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト「HAT-J NEWS」No.106
中国登山協会 「山野」総227期
（公社）日本山岳会 「山」No.866
おいらく山岳会 「山行手帖」No.692
Korean Alpine Federation 「大山聯」Vol.223

編集後記

⑹平成29年度スポーツ安全協会評議員
会　６月22日㈭　於：霞が関ビル・
東海大学校友会館　尾形専務理事

⑺スポーツマンクラブ総会・岡野俊一郎
氏偲ぶ会　６月22日㈭　於：スポー
ツマンクラブ　八木原会長

⑻平成29年度日本体育協会定時評議員
会　６月23日㈮　於：品川プリンス

　尾形専務理事
⑼遭対委員会総会　６月24日㈯～ 25日
㈰　於：神戸市立神戸セミナーハウス

　伊藤副会長、町田委員長

理事
⒁文部科学大臣顕彰及び表彰
　７月３日㈪　於：ホテルニューオータ
ニ　八木原会長
⒂日体協競技団体評議員連合会幹事会　
７月３日㈪　於：岸記念体育会館
　尾形専務理事 
⒃第56回全日本登山大会 北海道大会
　７月５日㈬～８日㈯　於：定山渓
ビューホテル、羊蹄山ほか　八木原会
長、尾形専務理事、仙石常務理事
⒄ワールドゲームズ壮行会
　７月５日㈬　於：スポーツマンクラブ
　亀山副会長
⒅全国山岳遭難対策協議会
　７月７日㈮　於：オリンピック青少年
センター　亀山副会長、小野寺常務理
事、町田常務理事
⒆ネパール観光促進感謝の夕べ
　７月７日㈮　於：ネパール大使公邸
　亀山副会長
⒇東京2020 オリンピック大会国内競技
団体の大会準備等に関する連絡会
　７月12日㈬　於：新宿パークタワー
11Ｆ　尾形専務理事

⑽平成29年度ＪＯＣ評議員会　６月27
日㈫　於：ＮＴＣ　八木原会長
⑾衛藤征士郎議員在職40年記念祝賀会
　６月27日㈫　於：東京プリンスホテ
ル　八木原会長
⑿平成29年度日本ワールドゲームズ協
会総会　６月28日㈬　於：日本財団
ビル　尾形専務理事
⒀祝日「山の日」制定記念事業イベント
2017「みんなでふるさとの山を登ろ
う！」　６月30日㈮～７月１日㈯　
於：岩手山　髙橋副会長、小野寺常務
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今後の予定
●    臨時理事会
　９月３日（日）10時30分～
　岸記念体育会館５Ｆ
●    自然保護委員総会
　９月９日（土）～10日(日) 
　白山・御前荘
●    第72回国体山岳競技抽選会
　９月10日（日）15時～
　岸記念体育会館102号室






